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1. はじめに 




(1) prisoner, kindergartener, outfielder, Londoner, New Yorker, highlander, 











論じる。また、3.4 では、「動詞-er」との関連についても触れる。  
 





(2)  CONSTITUTIVE：the relation between an object and its constituent  
parts 
FORMAL：that which distinguishes it within a larger domain 
TELIC：its purpose and function 
AGENTIVE：factors involved in its origin or “bringing it about” 
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構成役割: pages (x) 
形式役割: message (y) 
目的役割: communicate (e, w, y, z) 
主体役割: write (e, w, x) 
（小野 2005: 66） 
(5) novel 
構成役割: narrative 
形式役割: book (x) 
目的役割: y read x 
主体役割: z write x 
(Pustejovsky1995: 78) 
 
x や y で示されるものは、項(argument)である。本論文では、項構造は独立して表示せず、
クオリア構造内で示していく。まず、(4)の例を見てみよう。(4)の例では、letter は pages
から成り（構成役割）、それは message の一種であり（形式役割）、communicate するた
めのものであり（目的役割）、write することによって生み出される（主体役割）というこ
とがクオリア構造に示されている。次に、(5)の novel の例を見てみよう。構成役割と形式
役割では、novel の中身は narrative であり（構成役割）、novel というのは book の一種で
ある（形式役割）ということが示されている。目的役割と主体役割では、novel は read す
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(6) reel 
構成役割: content (x): x is part of y 
形式役割: y is container of x 
目的役割: R 
（小野 2005: 60）  
 
小野(2005)によれば、(6)の reel の目的役割は、構成役割の content がどんなものであるか








主体役割: x walk 
(8) violinist 
形式役割: human(x) 







まず、(7)の pedestrian の例を考えてみよう。pedestrian は歩くのを止めてしまったら、
pedestrian ではなくなってしまう。つまり、walk という動作を行っているときに限定さ
れて、一時的に pedestrian となっているのである。したがって、walk は主体役割に記載





 この第 3 節では、基体名詞のクオリア構造と「名詞-er」全体のクオリア構造の関係を見
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(10) a. outfield (x) 
形式役割: place(y) 
目的役割: z play in x 
b. outfielder (z) 
形式役割: human 
目的役割: z play in x(=outfield) 
(11) a. jail (x) 
形式役割: place(y) 
目的役割: z force w in x 
b. jailer (z) 
形式役割: human 
目的役割: z force w in x 
(12) a. prison (x) 
形式役割: place(y) 
目的役割: w force z in x 
b. prisoner (z) 
形式役割: human 
主体役割: w force z in x 
(13) a. kindergarten (x) 
形式役割: place(w) 
目的役割: y take care of z 
b. kindergartener (y, z) 
形式役割: human 








言えば、prisoner は出所したり釈放されたりしてしまえば、もはや prisoner ではなくなる。
したがって、prisoner は主体役割に、基体となっている名詞の目的役割が受け継がれてい
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ると考えられる。また、outfielder や kindergartener は目的役割に記載されているような
動作をしていなくてもよい。したがって、outfielder や kindergartener は目的役割に、基
体となっている名詞の目的役割が受け継がれていると考えられる。  
もう少し詳しく具体例を見ていこう。まず、prisoner と jailer について考えていこう。
prisoner は「囚人」という意味であり、jailer は「看守」である。それでは、jail と prison
はどのように違うのだろうか。英英辞典の定義を見てみよう。 
 
(14) a. jail ： A place or building for the confinement of persons accused or 
convicted of a crime or offence; a prison. Now, a public 
building for the detention of persons committed by the 
process of law. 
 b. prison ： The condition of being kept in captivity or confinement; 
forcible deprivation of personal liberty; imprisonment; hence, 
a place in which such confinements is ensured; spec. such a 
place properly arranged and equipped for the reception of 
persons who by legal process are committed to it for safe 
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(15) a. London (x) 
形式役割: city(y) 
目的役割: z live in x 
b. Londoner (z) 
形式役割：human 
目的役割：z live in x 
(16) a. New York (x) 
形式役割: city(y) 
目的役割: z live in x 
b. New Yorker (z) 
形式役割: human 
主体役割: z live in x 
 
(15)と(16)に挙げたような具体的な都市名に-er が付いた例は、比較的よく目にするもので





(17) a. town (x) 
形式役割: city(y) 
目的役割: z live in x 
b. towner (z) 
形式役割: human 
主体役割: z live in x 
(18) a. street (x) 
構成役割: x is part of y(=city) 
目的役割: R 
b. streeter (z) 
形式役割: human 
主体役割: z live in x 
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(19) a. high school (x) 
形式役割: school(w) 
目的役割: z learn y in x 
b. high schooler (z) 
形式役割: human 
目的役割: z learn y in x 
(20) a. college (x) 
形式役割: school(y) 
目的役割: z learn y in x 
b. colleger (z) 
形式役割：human 
目的役割：z learn y in x 
(21) a. school (x) 
形式役割: school(y) 
目的役割: z learn y in x 
b. schooler (z) 
形式役割: human 

















(23) a. fan (x) 
形式役割: tool 
目的役割: y blow z 
b. fanner (y) 
形式役割: human 
主体役割: y blow z 
(24) a. bag (x) 
形式役割: tool 
目的役割: y put z into x 
b. bagger (y) 
形式役割: human 
主体役割: y put z into x 
(25) a. clock (x) 
形式役割: tool 
目的役割: y calculate z(=time) 
b. clocker (y) 
形式役割: human 
主体役割: y calculate z(=time) 
 






(26) a. pension (x) 
形式役割: money 
目的役割: y receive x 
b. pensioner (y) 
形式役割: human 
目的役割: y receive x 
(27) a. drug (x) 
形式役割: physical object 
目的役割: w drink x 
主体役割: y prepare x 
b. drugger (y) 
形式役割: human 










(28) a. roof (x) 
形式役割: x part of w(=building)
主体役割: y make x 
b. roofer (y) 
形式役割: human 
目的役割: y make x 
(29) a. garden (x) 
形式役割: x part of w(=house) 
主体役割: y make x 
b. gardener (y) 
形式役割: human 
目的役割: y make x 
(30) a. floor (x) 
形式役割: x part of w(=building)
主体役割: y make x 
b. floorer (y) 
形式役割: human 
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3.3 自然物を表す名詞 




























3.4  ここまでのまとめと議論  





































た Lexical Inheritance Structure を使った分析がある。本論文では、予測性という点をあ
まり重視せずに論じてきたが、Lexical Inheritance Structure を使った分析では、強い予
測性を出すことが期待できる。本論文の研究を踏まえ、より良い仮説の構築を目指したい。 
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